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研究成果の概要（和文）： 

本研究の目的は、家族・家庭をつくるシティズンシップ教育の言語活動と実践構図を明らか

にすることである。理論上の検討では、「私」と「公」の境界を疑うことによって、生活課題を

ミクロ、マクロな政治的な問題として捉えた。実践分析では、ディビソンのディスコース論を

本研究の理論枠組みとして教師のポジショナリティを分析し実践構図を検討した。教師の役割

は、活動と対話のフレームワークをつくることである。その学習過程は、第一次ディスコース

と第二次ディスコースの相互作用であり、生徒がシティズンシップを身につける過程であった。

第二次ディスコースを変容させ、教師のディスコースをも批判的に問い直すものである。 

 

研究成果の概要（英文）： 

The object of this paper is to explore the role of teachers and the practical strategy in 

family citizenship education. This paper consists of two parts: theoretical research and 

case studies. In the theoretical research,; First, the paper calls into doubt the boundary 

of “the private” and “the public” which are woven into daily life and brings up political 

matters, both micro and macro, as issues to discuss. Second, teachers’ positionality is 

discussed. In the case studies, the role of teachers and the practical strategy are 

explored by analyzing educational practices covering home economics from the 

viewpoint of teachers’ positionalilty applying Davison’s Discourse theory. The teacher’s 

role was to structure the framework of the dialogue and the activity.  That was a 

process where the Primary Discourse and the Secondary Discourse had a dynamic 

interaction and the students acquired the eligibility for citizenship. The change in the 

Secondary Discourse consequently restrained the teacher’s leadership and exposed her 

discourse to criticism. 
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１．研究開始当初の背景 

 2000 年代に入り、子どもや若者にシティ

ズンシップを育むシティズンシップ教育は、

世界各国に急速な拡がりをみせている。日本

においても子どもや若者に社会を形成する

能力を育むシティズンシップ教育の意義が

浮上し、市民を育てる公教育づくりの実験が

始まっている。他方、子どもの貧困や若者が

仕事に就けないなど、家族をつくることに困

難な課題がある。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、家族・家庭をつくるシテ

ィズンシップ教育の言語活動と実践構図を

明らかにすることである。 

 

３．研究の方法 

家族をつくるとは、どのような能力と資質

が必要なのか、公と私の境界を疑うジョーン

ズとウォーレスのシティズンシップ論や岡

野八代（2009）のシティズンシップ論を検討

する。つぎに授業における言語活動について、

イギリスのシティズンシップ教育研究者で

あるディビソンのディスコース論

（Davison2000）を用いて、家庭科の家族の

授業をディスコース分析し、生徒がどのよう

に家族・家庭をつくる能力と資質を身につけ

たか、そのときの教師の言語活動の特徴と実

践構図を考察する。 

 

４．研究成果 

 これまでのシティズンシップ論は、シティ

ズンが活動する場を公的領域に限定して論

じてきた。ジョーンズとウォーレスは、個人

の生活を公的なプロセスにつなぐシティズ

ンシップ論を議論している。また、岡野は、

「公」と「私」に境界線を引いてシティズン

シップ論を論じることに問題が孕まれると

指摘する。たとえば、「子どもたちに心配り

をする母親の必要性」と「自立したシティズ

ン」が対となって構造化され、一定の者たち

（たとえば母親たち）を二級市民へと囲い込

み続けると指摘した。つまり、これまでのシ

ティズンシップ論は、具体的な市民一人ひと

りに対する応答ではなく、一般的な原理・規

則への遵守が強調され、具体的な他者に対す

る無関心が醸成されてしまう。岡野は、責任

はつねに関係性の中でこそ新しく生まれて



くるのであるから、ヴァルネラブルな者をケ

アする責任を社会の中で分有し、ケアが必要

な者が放置されない仕組みが必要であると

論じている。 

本研究では、これらをふまえ、シティズン

シップを身につける家族の授業を分析対象

とした。家族をつくる資質・能力は、授業を

公共的な空間にすることにより育まれる。生

徒は、私的で個人的なことだと思っている家

族のことを公的で社会的なものとの関連で

考えることができるようになり、家族の困難

を社会や公的な制度にアクセスしながらよ

り良い方策を模索するようになった。 

授業における言語活動をディスコース分

析 し た 結 果 、 教 師 の 言 語 活 動 の 特 徴

（Positionality）が１3 点見出された。それ

は、つぎの 3 点に整理できる。（１）授業を

公共的な空間とするために教師は自覚的に

権力性を用いてフレームワークを構成して

いた。（２）生徒が言語活動で思考を深める

ために、「Ｉ・Ｒ・Ｅ」や「評価」を少なく

して、「質問」や「再話」を用いていた。（３）

生徒の発話の文脈にそって、社会的、公的な

ものと関連させるために、教師のメタ知識を

用いていた。 
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